










自閉症は社会性及び対人関係の欠除、言語障害に加え、機械的対象に対する異常な興味を

主症状とする特異な行動障害が前景に認められる一症候である。その原因として、古くは

両親の育児法の拙劣さ、又は環境要因の不適格さが挙げられたが、最近ではほぼ否定され

ており、児の側に原因が求められている。従って、自閉症児の特有の症状を神経核のレベ

ルから神経生理学的に説明する必要があるが、積極的に病態にとり組む試みは少い。 


